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特に高温超伝導体は電気的な異方性が強く (図 日 ､常伝導状態における抵抗率を測ると､金属
的な温度依存性と半導体的な温度依存性が一つの物質中で共存するという､非常に変わった振る舞






















さらに不足 ドー プ領域から過剰 ドー プ領域まで広い範囲でキャリア濃度を変えた多くの試料で測
定を行ったところ､LSCOの最低温極限における常伝導抵抗率は､ちょうど最適 ドー プを境にして
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｢第43回 物性若手夏の学校｣
スマス系高温超伝導体における結果は､フェルミ流体論的モデルでは理解 しがたいものであり､電
子状態が非フェルミ流体的であることを直接示唆するものである｡また､ランタン系の結果は､高
温超伝導体の異常金属相において､これまでに知られているアンダーソン局在等とは異なったメカ
ニズムによる準粒子の局在効果が起こり得ることを示しており､電子状態のモデルに強い制限を加
えるものである｡これら一連の実験によって明らかにされた極低温での常伝導状態に関する情報
は､高温超伝導の理論的解明に大きな手がかりを与えるものと期待している｡
ここで紹介 したパルス強磁場の実験は､筆者がアメリカのベル研究所に客員研究員として滞在 し
ていた期間中に､同研究所のパルス強磁場設備を用いて行われた｡この研究は､G.S.Boebinger､
A.Passner(ベ ル研)､木村剛､奥谷昌之､下山淳一､岸尾光二 (東大応用化学)､玉作賢治､市
)購巨也､内田慎一 (東大超伝導工学)､N.L.Wang､C.Geibel､F.Steglich(Darmstadt工科大)
の各氏との共同研究である｡
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